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　理学療法士にとって「物理療法」は「運動療法」
と双璧の固有技術である．その「物理療法」が外的
要因のみならず，内的要因からも疎んじられている
かのような今日の風潮は，物理療法を専門分野とし
て国民の健康増進に携わってきた者から見ると大変
残念である．従来の保険制度のなかのみではなく，
介護予防，障害重症化予防，災害関連死予防などの
予防や健康，美容に対する物理療法のニーズは多
く，理学療法で整理されている物理療法の開放は避
けて通れない．在宅という枠のなかで，今後積極的
に理学療法士が物理療法の活用を担い，社会還元し
なければ，その普及はもとより，国民の健康に寄与
する手段の 1 つを失いかねない．まずは基本的な実
践活用のハンドブックとなり得る絶妙の良書が本書
である．まさにタイムリーな出版である．
　本書には「痛み」，「筋力低下」，「麻痺」，「痙縮」，

「関節の可動域制限」，「その他の症状（肩関節の亜脱
臼，浮腫）」と大きく 6 つの障害で章立てされ，それ
ぞれで物理療法の種類とその目的，治療姿勢，設定
条件，治療部位で構成される「case」が 18 と，診断
名，基礎情報，物理療法，結果で構成される「case 
report」が 16 収載されている．この 18 case と 16 
case report は臨床実践家にとっては，頻繁に遭遇す
る障害とモデル症例である．さらに，それぞれに

「さっちゃんのワンポイントアドバイス」という形式
でコツ（tips）が記載されている．最後に「電気刺激
療法の基本」，「超音波療法の基本」，「禁忌・注意事
項」を資料として 1 つの章としている．こうした基
本事項は書籍の冒頭に編集しがちであるが，著者の
臨床での活用を重視した，大きな懐が嬉しい限りで
ある．
　図表も豊富で，そのため大変わかりやすく，休む
間もなく目を通してしまい，そればかりか，いずれ
の内容を拝読しても思わず唸ってしまう．B6 判，約

120 頁の書籍だが，その内容は決して薄いものでは
ないところが本書の秀逸なところであり，著者の熟
練者としての洞察力とまとめ方，そして在宅におけ
る「物療」への想いは絶賛されるべきである．
　また「物理療法」について，7 名の高名な理学療
法士の臨床経験を通じて獲得された経験知をコラム
で織り交ぜている．短い文章ではあるが，大変考え
させられるスパイスの効いた内容ばかりである．
　今日の理学療法士必携の一冊であることは言うま
でもないが，在宅にかかわるすべての専門職にとっ
て，リハビリテーションにおける物理療法の活用に
関する最善の入門書として推薦する．
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